


支援の申込みの際に提示された機器の仕様は以下のとおりであった。

● WindowsやMacOSパソコンと接続してWebカメラとして動作

● デジタルカメラとしてWi-Fiにより遠隔から撮影などの制御が可能

本学における実習授業において、教員の手技をWebカメラで撮影し無線(Wi-Fi)で

PCに接続し分散授業で離れた教室で視聴したいと考え応募した。

しかし、本カメラは無線ではWebカメラの映像を送信することはでききなかっ

た。

有線での接続を検討したが、映像および電源端子にHDMI Type D端子、Micro USB

端子が採用されており、ケーブルの抜け止め加工が難しく、また端子も繊細で壊

れやすい形状をしているため、実習手技の撮影を機器を壊さないように行うこと

は困難と判断し、使用しなかった。
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